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　The objective of this paper is, from analyses of the listening training introduced to the first year 
curriculum of the nursing students, to structure knowledge, skills and attitudes for listening, and 
to clarify the outcomes and agendas of listening training using role-playing. 
　We conducted factor analyses on the ‘listening checking sheet’ prior to the training, and created 
a covariance structure model. As a result, in the order of: ‘no argument, no criticism’ > ‘listening 
skills’ > ‘attentive listening, attitudes’ > ‘confirming, interpreting’ > ‘identifying problems’, it was 
more significantly influential. After the training, each of the low-scored items significantly 
improved. Also, as regards ‘beneficial points’, we extracted 24 subcategories and 7 categories, and 
for ‘difficult points’, we extracted 22 subcategories and 8 categories. ‘No argument, no criticism’, 
‘listening skills’ and ‘attentive listening, attitudes’ are fundamentals of listening, and it is effective 
to focus on them in the first year curriculum. 
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して意見を言う》で、「難しかったこと」の
みにみられたのは《我を抑える》、《結論を
決め付けない》であった。相手を慮ることに
ついては分かるが、浮かんでくる自分の考え
や意見をコントロールすることが難しいと感
じられていた。
　以上のように、ロールプレイングによって
日常的行為と異なる「聴く」を意識し他者と
の比較から自己を振り返ることができ、「聴
く」ことについての認識が深まっていた。し
かしながら、話の聴き方が単純なスキルでは
なく、他者を理解することや他者と適切な関
係を築くことに関連するために、「『受け取
る』と『伝える』の両立」、「自分と相手の
主体性を保つ・信じる」が難しいと述べられ
ており、今回の話の聴き方の指導のみでは達
成できない話を聴く力も多くあった。
　また、《ロールプレイングができない》
は、導入の工夫が不足していたためと考えら
れ、《課題が過重》は、聴くスキルの習得と
語り手の気持ちの解釈というレベルの異なる
課題を１回の授業に盛り込んだためであると
考える。段階的に習熟できるような内容の整
理と時間設定について検討する必要がある。
Ⅴ　おわりに
　話を聴く力は、看護において対象者を理解
し、関係を構築する要となる能力であるが、
教員が理論的に教授するだけで身につくもの
ではない
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。ことに、話し手の心情や意図を汲
み取ることは、相槌や視線のように型を学ん
で行動化しやすいスキルとは一線を画す。し
たがって、現状把握された話の聴き方に関す
る課題を、この授業の気づきのみで改善する
ことは困難であり、日常の指導や専門教育の
なかで、４年間をかけて意図的・計画的に強
化していく必要がある。
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